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要約 : ラキンの 広く感じのいい店は +30+年 0月 +2日に完成し詩集 降臨節の婚礼に収められる	
/行 +連の .連構成 僅か ,*行の短詩であり 詩人の住んでいたハルにある百貨店が舞台となっている	 先
ず その店で売られている安物衣類を観察しながら 詩人は労働者階級の社会における立場の向上によって
引き起こされた 階級間のボダレス化を嘆いている	 次に女性物の夜着を詳細に観察しながら 詩人は量
産化される労働者階級の生活様式 その本質の軽薄さを批判する	 その後の瞑想では プラトニックな恋愛
を擁護すると共に 肉体的な愛のみを重視する女性達を非難している	 同時に階級間のボダレス化は女性
によって引き起こされたとも指摘し 女性の家庭 社会での立場が強くなったことに警告を発している	 更
にはこの詩の中には詩人の性的関心 自慰的衝動も確かに存在している	 最終部分に出てくる 恍惚 とは
セックスにおける恍惚状態 階級が上がったと錯覚すること 自慰における射精と多義的に解釈できる	 し
かし いずれの場合も 合成的で 真新しく 本質が欠如している	 店で売られている商品を見て回るとい
うありふれた内容の詩ではあるが そこに隠された詩人の意図は複雑である	 少なくとも プラトニックな
恋愛を擁護する詩人の建前の奥には 薄手で派手な色のベビドルやショティをじっくりと観察し 場
合によっては勃起すらしているかもしれない詩人の姿を読み取らねばいけない	
キワド : フィリップラキン 広く感じのいい店 降臨節の婚礼 英文学 近現代詩
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The Large Cool Store
The large cool store selling cheap clothes
Set out in simple sizes plainly
(Knitwear, Summer Casuals, Hose,
In browns and greys, maroon and navy)
Conjures the weekday world of those
Who leave at dawn low terraced houses
Timed for factory, yard and site.
But past the heaps of shirts and trousers
Spread the stands of Modes For Night :
Machine-embroidered, thin as blouses,
Lemon, sapphire, moss-green, rose
Bri-Nylon Baby-Dolls and Shorties
Flounce in clusters. To suppose
They share that world, to think their sort is
Matched by something in it, shows
How separate and unearthly love is,
Or women are, or what they do,
Or in our young unreal wishes
Seem to be : synthetic, new,
And natureless in ecstasies.
広く感じのいい店
安物衣類を売る広く感じのいい店	
分りやすく大雑把にサイズ別で陳列されているが
ニット製品 サマカジュアル 長靴下
色は茶 グレ 栗色に濃紺
そこはある人
の平日の浮世を想起させる	
その人
は低層のテラスハウスを明け方に出て
時間を合わせて工場 作業場や現場へと向かう	
だが山と積まれたシャツやズボンを通り過ぎた先には
流行のナイトウェア の売り場が広がる	
ミシンで刺繍され ブラウスのように薄手
レモン サファイア モスグリン ロズ色の
ブリナイロンのベビドルやショティが
鈴なりとなって掛けられている	 それらが浮世の
一部であると仮定すると そのようなものが浮世に
内在する何かと一致していると考えると次のことが分かる	
愛とは如何に掴み所がなく得体が知れないか	
或いは女とは或いは女の行いとは如何にそうであるか	
或いは我
の未熟で非現実的な願望の中では
それらが如何にそう見えるか	 恍惚においてそれらは皆
如何に合成的で 真新しく 本質が欠如しているか	
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フィリップラキン Philip LARKIN, +3,,2/ がこの
詩を完成させたのは +30+年 0月 +2日その後 1月 +.日に
Times Literary Supplementに掲載され THWAITE --*
詩集 降臨節の婚礼 TheWhitsunWeddings, +30.に収
められる /行 +連の .連構成で僅か ,*行の短詩である
降臨節の婚礼出版前からラキンの詩の舞台はイン
グランド中東部のハル Hull という都市に限局されてい
る場合が極めて多い +3//年に北アイルランドからハルへ
と移り住んだラキンが 地場の人やその暮らしぶりを
歌ってきたのは確かなことで その暮らしぶりを執拗なま
でに観察し 詳細に描写する旨を自分の詩作のモットと
していたのも事実でありそのような詩は 	Hull poems

等と称されている この詩の舞台も当然のことながらハル
にある百貨店が舞台となっており 伝記的な内容を含めた
説明として次の一節を挙げておく
広く感じのいい店はラキンがハルにある百貨店
Marks and Spencerを訪れた後 0月 +2日に完成し
ている ミヴ 論者注 : Maeve BRENNAN ミ
ヴブレンナン ハル大学図書館長だったラキンの
同僚 ラキンと彼女の情事は激しかった が前にそ
こでハンドバッグを買ったことがあり その店を 広
く感じのいい店 と呼んでいたのがラキンの心に
残っていたのだった MOTION -+0
Marks and Spencerは英和辞書にも載っている程有名な
衣類 家庭用品 食品等の小売店チェンで そのチェ
ンの一つとして現在もこの詩の舞台となった店がハルにあ
る Marks and Spencer, webpage 研究者の中には こ
の詩のタイトルを 冷房完備の大型店舗 としている者も
いるが 児玉 +30 +30+年に冷房設備が完備していたにせ
よブレンナンが買い物をした時 それは 0月 +2日以前と
なる に果たして冷房を入れていたかどうか 空調は入れ
るにしても涼しくする必要があるのか 上の引用を読む限
りでは 彼女がそこでハンドバッグを買ったのは 涼し
かったからというよりは店の雰囲気が良かったからではな
いかまた仮に涼しかったとしても 	Cool
の語義をジャ
ズ好きだったラキンがをどう受け止めていたかにも左右
され得る OED にはジャズに関する意味として 	re-
strained or relaxed in style ; also applied to the per-
former
 OED とあり これは正に控えめを好むラキ
ンの良しとした意味である そこでラキンがその店にど
のような印象を受けたかも考慮し 敢えて広い意味で 感
じのいい とした次第である もっとも どちらが正しい
と決めることは詩人が没した現在では不可能なことであ
り 単に客が少なくがらんとした状態を示しているだけな
のかもしれない
ラキン自身 タイトルはおろか この詩に関しての正
式なコメントを述べてはいない この詩に限ってではな
く ラキンは自分の詩に関して多くを語ろうとはしな
かった唯一知人に宛てた手紙で次のように触れている
私が書いたショティのやつは本当に純粋なホルブ
ルック 論者注 : ケンブリッジ大学の英文学教師でも
あった詩人 モラリストの David HOLBROOK です
物凄く急いでその詩を書き上げたのですが そうしな
いと この詩から我らがデイヴィッドの作品への偶然
の類似点を取り除くのに大変な思いをしたかもしれま
せん THWAITE --*
当然のことながら これは親しい知人に冗談めいて詩の内
容に触れているのであって 実際この詩がホルブルック
的 即ちモラリストの書くような道徳的な内容ではないと
逆に打ち明けていることになる そもそも ショティの
やつ 	My shorties one”, THWAITE --* と言うところか
らしてそうである ショティとはパンティのような下着
であるし 無論ホルブルックとの類似点も出てくる筈もな
い ラキンは自分の詩の核心に触れられようとする時
こういったジョクで話をはぐらかすパタンが多いの
で 読者は各ラキンの詩をどのように読み込んでいけ
ばよいのかを自ら考えねばならず またそれはラキンも
望んでいたことでもあり 言わば詩人が読者に謎掛けを
し それを読者が読み解くといった面白みがそこには存在
する しかしながら 短い しかも内容的にもそれ程難解
でないこの詩を真に読み解くことが如何に難解なことであ
るかも同時に覚悟しなければならない 次の言葉 この詩
に関してのコメントではないことを断っておくが を引用
し それを肝に銘じて 順を追ってできるだけ詳細にこの
詩を読み進めていくことにしたい
詩の内容は平明なので理解しやすいと思う しかし
だからと言ってそこに仕掛けられた言葉の力を理解で
きたとは言えないだろう 日常生活においてであれ文
学作品でも さまざまな形で言葉の力は働いている
その力を直接見ることは難しい 小泉 .,
読者の中にはこの詩の +行目からいきなり難問に直面
し この詩に対する矛盾を感じる者もいるかもしれない
広く感じのいい店であるにもかかわらず売られている
のが 安物衣類 とは セル品が多く目につくからだと
考える読者もいるだろう 成程マティンが言うように
この店を労働者階級向けの店だと考えれば MARTIN
+.. 確かに安い品物が並んでいるのかもしれない
Marks and Spencerが実際そういう店なのかは敢えてこ
こでは問わないことにするが またそう考えることに
よって 同じ詩集に収められている詩 ここに Here
で描写される バゲン品を買い漁る労働者階級の人の
描写へと更に発展させることもできる
And residents from raw estates, brought down
The dead straight miles by stealing ﬂat-faced
trolleys,
Push through plate-glass swing doors to their
desires
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Cheap suits, red kitchen-ware, sharp shoes, iced
lollies,
Electric mixers, toasters, washers, driers
A cut-price crowd, urban yet simple, dwelling
Where only salesmen and relations come
(LARKIN, Here’ ll. +,+2)
町の人は粗野な住宅から 動きの遅い
前面が平面のトロリバスで真っ直ぐな道を何マ
イルも運ばれ
板ガラスのスイングドアを押し開いて欲しい物へと向
かう
安物のスツ 赤い色した台所用品 先の尖った靴
冷凍菓子
電動のミキサ トスタ 洗濯機 乾燥機
彼らはセル品を買い漁る群衆 都会的だが暮らしは
厳しく 行商人や
親類しか来ないところに住んでいる
しかしながら 実はこの店で売られている衣類は安物とは
なっているが そこには cheap の有する 安っぽさ	 が
含まれなければならない
 値段が安いばかりではなく 詩
人の目には安っぽく見える何らかの要素がそこには含まれ
ている
 そんな安っぽい衣類を売る店を 感じのいい店	
と皮肉的に表現するところがいかにもラキンらしい
 つ
まり詩人はこの店に対して好感を抱いているのでは決して
なく 逆に嫌悪感すら抱いていると考えねばならない

Cool の語義を 感じのいい	 としたのは このようなこ
の店に対する隠された印象を考慮した結果でもある
 で
は その安っぽく見える何らかの要素とは一体何であろう
か

先ず その店で扱われている商品の陳列方法が詩人の目
に留まる
 それは サイズ別に陳列されている	 のだが
詩人はどうもその方法が気に食わないようだ
 今でこそ
それは極一般的な陳列方法であるが 詩人はオダメイ
ドで仕立てるテイラなどとの比較として想定しているの
かもしれない
 個人個人の寸丈をきちんと計った上で仕立
てる衣類はさすがに値が張り 安っぽくは見えない
 一方
で大量生産 大量消費時代の結果としての予めサイズ化さ
れた衣類は当然生産コストの削減へとつながり 安く手に
入る
 分りやすく大雑把な	という表現にも嫌味が込めら
れていて テイラ仕立ての衣類は各人の体型に合わせて
服を作ることになるが 予め決められたサイズで生産され
た衣類では人が服に合わせなければならない
 simple
plainlyにはそれぞれ 愚かな	 質素に	という負の語
義があり そういった衣類を買い漁る労働者階級への痛烈
な批判もそこには込められている
 また 階級制度の崩壊
が進んでいる中で 衣類のサイズだけはきっちりと明確化
されている皮肉的な実状に対する詩人の嘆きもそこには含
まれてくるだろう
 労働者階級はそれ相応な生き方をせ
よ と常感じていたラキンにとって 君島 午後	
0/ 階級間のボダレス化が進むことは嘆かわしいこと
この上なかったのである

次に 陳列されている商品そのものの描写が始まる
 そ
の目に映る衣類も詩人にとっては陳腐なものにしか見えな
い
 ニット製品 サマカジュアル 長靴下	 には恐らく
化繊が使われているのだろう
 ニットなら羊毛といった英
国ならではの素材は使われていないのだろう
 仮に使われ
ていても +**パセントではなく 化繊の比重が高いであ
ろう
サマカジュアル長靴下も然りである
英国の 上
流階級はやはり 代 自国の産業を援助するのはよいこ
とだと信じているので 天然もの たとえばウル 皮
絹綿などをよしとし人工のものであるクリンプリン
ポリエステル プラスチックなどは全く俗悪だと思ってい
る	 クパ -/* のだから どんなにそれらしく作った
にせよ それらは偽りの紛い物に過ぎず 後に目にする女
性物の夜着へと繋がっていく
またそれら衣類の色が 茶
グレ 栗色に濃紺	 であることが更に詩人の気持ちを駄
目押ししているようで 地味な色使いを好む上流階級の意
識を反映させてはいるものの それを労働者階級が着るこ
とにより かえって労働者階級が背伸びする状況を強調す
ることになる
 見せ掛けの上流階級気取りが一層中身の軽
薄さを生み出す結果となる
 どんなに上流階級の真似をし
たところで労働者階級には変わりはない と詩人は主張し
ているのである
 トリが指摘するように 人の現状
と自分達をどのように見てもらいたいかとのコントラスト
がこの詩の中心となっているのは確かである TOLLEY
+*,

そんな衣類が 想起させる	 ものとは ある人	 と
なってはいるものの 当然労働者階級の 平日の浮世	 即
ち日常生活であり ラキンの隠れた意図を知らない読者
でも 恐らくはそんな衣類を着て仕事へと向かう描写に
よって その人が労働者階級であると理解することにな
る
 彼らは 明け方に	 家を出て仕事へと向かうのである
が 向かう場所は 工場 作業場 現場	 である
 これら
の職場から自ずと彼等の職種も想像できる
 産業革命以後
の急速に進んだ商工業化を担ってきた紛れもない労働者で
ある
 勤務形態もきっちり 時間を合わせて	 つまり出
退社時間が定められている
 確かに この詩と同じ詩集に
収められている詩 ブリニ氏	 Mr Bleaney のブ
リニ氏も車体工場で働く労働者階級で 彼等と同じく
勤務時間が固定化され ホワイトカラのような残業等は
なかったことが思い出させる 君島 ブリニ氏	
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 しかし ブリニ氏との大きな違いは彼等の住ま
いであり 独身のブリニ氏は賄いつきの下宿であった
が 彼等は テラスハウス	 に住んでいる
 恐らく 後に
出てくる女性物の夜着の描写から彼等は結婚して家庭を築
いているに違いない
 独り身でなければ間借りではさすが
に手狭だろうが 元来労働者階級は住宅に金をかけず公共
の集合住宅に住むのが一般的であるのに テラスハウス	
に何故住んでいるのか
 それは労働者階級の生活レベルの
向上に他ならない
 いや 寧ろ生活意識の向上と言ったほ
フィリップラキン 広く感じのいい店	 を読む 15
うがよいかもしれない つまり 労働者階級が社会的に認
識され 中産階級との区別が難しくなったが故に 中産階
級的 場合によってはそれ以上の生活をしようとし それ
がこの詩の場合住居に表れており 先に述べた階級のボ
ダレス化が浮き彫りにされている しかし 詩人は同じよ
うに労働者階級の高望みと考えているのも事実で 高くて
も ,-階というテラスハウスの高さそのものを low と
しながらも その語が有する身分の低さや卑しさをも含め
ているように感じられるし また彼等の階級そのものの低
さをも暗示しているとも考えられる
詩人が観察しながら店内を進んでいくと 山と積まれ
たシャツやズボンが目に映るこれらはセル品であり
詩人の考えからすれば本来労働者階級が買うべき 身分相
応の衣類である しかし 詳細な観察を真骨頂とするラ
キンにしては漠然とし過ぎた描写に留まっており 詩人の
内心を感じさせる程の描写になってはいない 強いて言え
ば 山積みにされているという表現が世の中にはびこる労
働者階級を塵くずのように描写し 更にはそのセル品は
当然安物であり 山のようにうごめく労働者階級の価値を
詩人なりに暗示しているともとれなくはない
しかし それよりもこの部分での構成上の重要な問題
は 詩人の目が既にこの時点で別のものへと移っているこ
とである 別のものとは次に出てくる 流行のナイトウェ
ア であり 詩人の関心は明らかにこれに対するほうが強
くなっている Spread という動詞を使って眼前に広が
る光景をありのままに表現しているつもりだろうが 詩人
は意図してそのナイトウェアの光景が広がるように足を進
めていたのだ 恐らくは Modes For Night という文字
が詩人の目に遠くから入ってきた それは天井からぶら下
げられているかして遠くからでも客引きできるように掲げ
られていた看板の文字である 詩人はその文字に惹かれ
そこへと足を進める結果になる そこに心を奪われていた
からこそ そこへと辿り着くまでの描写が荒くなったので
はないか Modes For Night は厳密に訳せば 夜の流
行 位だろうが それと共に 夜の方法 とも読もうと思
えば読める筈で 夜に行われることへの様な方法 	複数
形になっていることが更に
 に異常な関心を示した結果で
はないか 伝記的にもラキンの性への関心は認められて
いるところで ポルノ好きだと周知されているラキンの
目を奪うに十分な要素をその看板は有していた訳である
その結果 遠くを見過ぎたことによって 近くの その時
実際に詩人がいた場所の描写が疎かになってしまった
Spread を使って目に見える光景への偶然性 意外性を
表現しようとし そういった偶然性 意外性がラキンを
代表とする当時の文学運動である ムヴメント派 の特
徴でもあったが この詩に限っては見事なまでの失敗と言
わざるを得ない 予想していた通り いや寧ろ期待してい
た通りの光景が広がったのであるから そこには偶然性や
意外性は存在しないのである
そういった関心 興味があるが故に 目に映った光景は
かなり詳細に描かれている もはや詩人の眼前に広がって
いる一光景ではない 詩人は目に映ったものを凝視し 細
部までじっくりと観察している 観察しているものは二
つ ベビドルやショティ である ベビドルは
女性用の夜着で丈の短いネグリジェのようなもので
ショティと共にどちらもこの詩の場合ブリナイロン製で
ある ブリナイロンとは 英国 Imperial Chemical Indus-
tries plc 	略 ICI
 の一部門である ICI Fibers Ltd.製のナ
イロン繊維 ICIと Courtauldsが共同所有していた前身
の会社 British Nylon Spinnersからの造語 	山田 0*

で これらの夜着は薄手の化繊生地でできたものであると
分かる 残念ながら実物をこの目で実際に確かめたことは
ないが 現在でも +3/*0*年代のブリナイロン製のベビ
ドル等は古着として一部の女性やマニアの男性向けにイ
ンタネットで売られている	SamiMiller.co.uk.,webpage

この詩が書かれたのが 0+年であるから 正に当時売られ
ていたものと同時期のものである このようなファッショ
ン用語や流行語の使用はラキンの文体の特徴の一つであ
り それによって彼の作品に新鮮さと即時性が与えられて
いる 	TOLLEY +/+
 それがファッションであれ何であれ
女性ものの夜着への着眼そのものはいかにもラキンらし
いが これらの夜着の描写は しかしながら ポルノ好き
の詩人の一関心事だけとは決して言いきれない面も有して
いる
先ずこれらの夜着は形状の描写がなされていて それら
は ミシンで刺繍され ている 近代化する工業の発展は
一方で英国産業の伝統であるマニュファクチャリズムを衰
退させた 大量生産 大量消費時代において ミシンの役
割が非常に大きいのは事実であるし ミシンで刺繍するほ
うが同じ柄を寸分の狂いもなく量産できるのも確かであ
る しかし 全く同じものが作り出されるが故に そこに
は相違性が全く見受けられない これは当時の社会にも通
じることで 階級間のボダレス化をここでも詩人は重ね
ているに違いない 先の衣類の描写のように 同じ服を着
て 同じ暮らしをして 更には同じ夜着を着る まさに労
働者階級の生活そのものがミシンで刺繍されているのと同
じであると詩人は考えているのである その夜着は また
ブラウスのように薄手 でもある ここでの thin も生
地の薄さを示すと同時に そのような夜着を流行に乗り遅
れないように 更には社会の中で取り残されないようにと
買い漁り それを着ることによって社会の中における自分
達の存在を高め 周りに認知させようと思い込んでいるに
違いないと詩人がある意味勝手に考えている労働者階級の
生活の仕方が 薄っぺら だと揶揄する態度をも暗示して
いる 無論 薄手の生地であるが故に その中身 	下着や
肌
 が透けて見えると想像する詩人の興味本位な眼差しも
そこには当然含まれている筈である しかし それは単純
な肉体的な中身であると共に 上の階級と外見上は同じに
なったとしても労働者階級であることに変わりはないとい
う本質としての中身であるということも忘れてはならな
い
次にそれら夜着の色についての描写が始まる それらは
レモン サファイア モスグリン ロズ色 であり
先の衣類の色彩に比べて鮮やかであるし 寧ろ派手と言っ
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てもよい 上流階級は毒毒しい派手な色や配色の悪い色
は着ようとしない 目の醒めるようなオレンジや赤 ちぐ
はぐなライムグリンとレモン色 ロイヤルブル 藤
色 シクラメンのピンクなどには用はない クパ
-/*とあるように売られている夜着の色使いは下層階級
の好みであり 先の衣類の地味な色使いとは明らかに異
なっている この色使いの相違が 労働者階級の表面と内
面に対しての詩人の感情を再び表していることになる 上
層階級の真似をして 中には上層階級になったと勘違いし
て 地味な衣服を身にまとい 表面上は労働者階級である
ことを覆い隠してはいるけれども それは周囲の目に留ま
る昼間の時間帯のみであって 夜 寝る時には労働者階級
本来の姿である派手な色の夜着を好んで着る ましてや上
層階級が好むシルクのような天然素材ではなく 化繊もの
に過ぎないではないか 結局昼間の服装は世間の目を気に
してそうしているに過ぎず 実際は昔と何も変わらない
根っからの労働者階級のままなので 今後も幾ら上層階級
の振りをしたとしてもそれは見せかけの紛い物に過ぎない
のだと詩人は訴えているのではないだろうか
ただし この部分も単に労働者階級を卑下しただけの表
現と捉えてしまうのは問題である この詩と同じ詩集に収
められている降臨節の婚礼The Whitsun Weddings’
で 労働者階級の結婚式に参列した若い娘達の服装をラ
キンはこう表現している
... ; and the perms,
The nylon gloves and jewellery-substitutes,
The lemons, mauves, and olive-ochres that
Marked o# the girls unreally from the rest.
(LARKIN, ‘The Whitsun Weddings’ ll. -2.+)
	 それからパマの髪
ナイロンの手袋や紛い物の宝石
レモン色 藤色 オリブ色となって
娘達は他の人達から幻覚の様に浮かび上がっていた
この娘達が何故 他の人達から幻覚の様に浮かび上がって
いた のかは 詩人が娘達をどのような目で見詰めていた
かが大きく影響しており 実際には派手な色彩のドレスを
まとった娘達を視姦している態度で 君島 降臨節の婚
礼 -.その原因を作っているのが派手な色彩そのもので
ある 派手な色彩が自然と目に留まるのは極当たり前のこ
とだが そこから視姦する態度へと変貌してしまう程の詩
人の性癖を踏まえれば たとえ夜着の派手な色彩が自然と
目に入ってきたとしても そこから卑猥な想像へと膨らま
すことは詩人にとっては簡単なことであり それが夜着
しかもベビドルやショティであれば尚更のことであ
る それら夜着は 鈴なりとなって掛けられている 横に
して重ねた状態で売られているのならそこまで目が向く可
能性も少なく 従って卑猥な想像をしてしまう可能性も当
然少なくなるのだがこの場合立て掛けられている以上
ある意味立体化されている訳であるから 尚のこと詩人の
想像力を掻き立てやすい状況になっているのである
その後詩人は瞑想へと進んでゆく 詩人の目に映った光
景を詳細に観察し それを描写していき 最後に突如とし
て瞑想に入るパタンはラキンお馴染みの手法である
先ず詩人は それらつまりベビドルやショティと
いった夜着が労働者階級の日常生活としての 浮世の一
部 であると仮定している 一部 という表現を使ってい
るが 先に描いた安物の 衣類 も当然その一部となって
いる どちらも人間が身に着けるものには変わりないが
それらの衣類を着て仕事なり生活をするという昼の部分
と 夜着を纏う夜の部分との区別を明確化している この
昼と夜との区別の明確化は 他人の目に触れるか触れない
か 即ち表面的な生活と裏に存在する生活とまで拡大して
解釈することもできる 先に述べた昼間は上層階級気取り
で生活していても 寝るとき着る夜着は労働者階級そのも
ので 本質的には労働者階級であることに変わりはないと
の解釈がここへと繋がってくる
更に その後詩人は そのようなものが浮世に内在する
何かと一致している と考えている そのようなもの と
は安物の衣類や夜着をはじめとした この店で売られてい
るもの全てを指すだろう 先に引用した ここに という
詩の一節を再び連想させる それが 浮世に内在する何
か 即ち日常生活の内に潜む隠れた部分と一致してくる
と詩人は考えている この隠れた部分とは そのような品
物を買い漁る労働者階級が手に入れることができると考え
ているもの 即ち彼らの望む生活の営みであり それを願
う彼らの意図でもあると考えられる 具体的に この詩で
クロズアップされた安物衣類に関しては それを着て上
層階級気取りをする昼の生活 そしてそうしようと努力す
る労働者階級の心の内であり 夜着に関しては当然夜の生
活 そして人の目に触れられることのないところで潜在的
に出てしまう労働者階級意識である 夜着から連想される
夜の生活からは その夜着の形態と色使いから自ずとセッ
クスまで連想することができるだろう 最初に出てきた
衣類 がそれを着て仕事場へと向かう男性が着るもので
あれば ベビドルやショティは明らかに女性の着る
ものであり 昼 夜の区別が更に男女の区別にもなってい
る 外に出て働く夫と家事を切り盛りする妻という区別は
自ずから外と内との区別にもなり 夜セックスすることは
他人の目にすることのない秘められた日常生活の一部なの
である しかし 詩人はその秘められた日常生活の一部に
足を踏み入れている 卑猥な想像を詩人がしているのがこ
こでもはっきりと浮き彫りにされている ラキンがその
夜着を着た女性の夫であるなら 欲望に駆られてセックス
に没頭したかもしれない その欲望の引き金となるのは無
論ここでは夜着であり それを着て女性達が夫をベッドへ
と手招きしている姿を詩人は想像しているのではないか
愛読書であったポルノ雑誌に掲載されているようなモデル
の写真と重ね合わせている詩人がここにはいるのではない
か そして いよいよ最終連へと進み その仮定や想像か
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ら導き出した結論が明らかになる
結論に至り 詩人は先ず愛の現状を嘆き悲しむ 男の気
を引くような派手な色使いや薄手で肌や中の下着が透けて
見えるような夜着を纏い セックスを求めるような愛は
掴み所がなく得体が知れない愛であるというそこには
肉欲的な愛情のみが感じられ 精神的な愛情はどこかへと
押しやられている 夜着の形態 色彩 素材だけからその
夜着を身に着ける女性全てがそうであるかのように詩人は
ある意味決め付けている 真の愛情から自然とそうなると
いうよりは 愛情以外の ものの力 によってそうしよう
としているとの思いが強い そういった ものの力 を利
用できるのも 物質主義的な世の中に世間が変わってし
まった結果であり 階級制度の崩壊がもたらされたのと同
じ原因によって夫婦間の夜の生活も変わってしまったと詩
人は嘆いているようにもとれる
次の部分は構文上 (How separate and unearthly)
women are, (how separate and unearthly) what they do
[is] ,行後の newと韻を揃える為に isは省略されて
いると解しそういった夫婦間の夜の生活自体に変化を
もたらした原因は 男性側というより女性側にあると詩人
は明確に考えているのが分かる 階級そのものの変化は不
可能であっても 生活そのものだけを考えれば階級間の
ボ	ダレス化は明らかなことであり それは 夫達の労働
力の需要が社会で高まった結果であり それ故に彼らの生
活が豊かになったのである これは第 +連でいう 衣類
に象徴される昼の表立った労働者階級の生活様式であり
それは言わば男達によって築かれたものである 一方 夜
着に象徴される隠された夜の生活様式は女性が中心となっ
ており 物質主義が物欲主義すら生む結果となった 何を
着て寝ようか 場合によっては何を着て夫を誘惑するかま
で妻が考えられる程生活が豊かになった証拠であるが そ
ういった 女 自体 あるいはそうしてしまう 女の行い
女性が行うことも 如何に掴み所がなく得体が知れない
か と詩人は嘆いているのである
しかし この女性たちの態度に関する嘆きは 労働者階
級に限定しているとは一概には言い切れない 先の夜着は
流行の品であった 流行である以上 万人の女性の中で流
行していると考えねばならず そこには当然上層階級の女
性も含まれてくる 上流階級は派手な色使いは好まないと
の先の指摘も 流行という言葉によって説得力が弱まる
ましてや夜家族以外目にすることのない夜着であることが
駄目押ししている 階級相応の好みを無視しても誰に知ら
れることでもない つまり女性の夜着に関しては明らかに
階級間のボ	ダレス化がなされていると考えることもでき
るのである 流行に流されるのは伝統意識の欠如でもある
から 寧ろ上流階級が下層へと身分を下げているとも考え
られなくない そう考えれば 労働者階級が上を向いた結
果のボ	ダレス化というよりは 上流階級が労働者階級レ
ベルまで自ら下げてしまった結果とも見なすことができ
詩人もそのように考えている可能性が高い それが顕著に
現れているのが女性の行動や考えで 階級間のボ	ダレス
化は女性によって引き起こされているのも一因なのではな
いかとも詩人は嘆いているのではないか 一方で この詩
において女性物の夜着を題材としているのは社会が女性の
アイデンティティ	を確立しようとする手段としてだとす
る意見があるが OSBORNE +/, それに加えて女性がセッ
クスという男性主体の行動を実は操作し得るということ
が 女性の家庭内および社会での立場の強化を暗示させ
それに対して詩人は警告を発しているとも考えることがで
きる そこまで考えると これは明らかに詩人が女性を低
く見ている証拠であり フェミニストなどから恰好の餌食
とされてしまう もっとも女性が男性へと向ける愛という
ものが精神的なものよりも性的な欲望から導き出されてい
るとしている時点で既に標的とされているし そういった
女性の目論みを批判しながらも最も敏感に反応しているの
は他ならぬラ	キン自身ではあるのだが
そういった愛や女性 女性の行いへの詩人の思いは 詩
人の個人的な見解であると共に 我
の未熟で非現実的な
願望の中では如何にそう見えるか と表現し あくまでも
一般論でもあると詩人は指摘する これは in our young
unreal wishes (how separate and unearthly love,
women, or what they do) seem to be と判断した上での
解釈であるが では実際にその 願望 とは如何なるもの
か 先ず 女性に対する詩人を含めた男性一般の意見とし
て捉えれば 女性と結婚し 幸せな家庭を築きたいと思う
ことがその願望であり 実際には女性は愛情よりもセック
ス重視なのかもしれないという女性側の現実的な願望に比
べれば そういった男性側の願望は若いが故に 未熟で非
現実的 これをロマンティックと呼んでもよいだろうと
なる訳で そう捉えることは更なるラ	キン批判を助長す
る結果に繋がる しかしながら 我
 と一般化すること
によって詩人はその批判から身を隠すこともできる
また そういった女性の愛の形 行い 更には女性その
ものを揺り動かしているのは階級間のボ	ダレス化が直接
の要因であるという先の見解を踏まえれば 男性側の願望
とは 収入が増え 生活が豊かになり 自分達を上の階級
へと押し上げたいという願望とも考えられる そういった
願望は 詩人にとってみれば 未熟で非現実 そのもので
ある しかし このように解釈する場合 我
 の中には
当然詩人が含まれてはならない 男性側の意見として一般
化しているのは 詩人の個人的見解をうまくぼかす為であ
り 逃げ道をきちんと作っている証拠であると考えねばな
らない その証拠にここでは seem to be と断定を避け
る表現を使っている 断定を避けるというよりは 寧ろ判
断を保留しているといってもよい 実際のところ そのよ
うな判断が正しいのかどうか詩人は自問しているのかもし
れない しかし それも詩人のポ	ズだと考えれば そこ
には寧ろ強い断定が隠れているようにもとれる 控えめを
好むラ	キンらしい描写だと感じずにはいられない
更に もっと生
しく考えれば そういった夜着を纏い
男性を誘惑する姿を官能的に捉えている詩人がいて 淫ら
な想像をし それを自分の疑似体験へと導こうとする 言
わば自慰的な欲求そのものが 未熟で非現実的な願望 な
のである そういった衝動に駆られてしまうのは 一般男
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性として こうすることにより詩人は更に逃げ道を作って
いることになる 当然であるが そのような願望を抱いて
いるにせよ あからさまな女性の考えや行動には閉口して
しまう程だと一般男性は嘆いているとも述べているのであ
る
最後の一説で前の部分がポズであるにせよ seem
を使って判断を保留していた詩人は最終的にはきっちりと
結論を導き出している or これは詩人の溜息としての
oh とも聞こえる という等位接続詞で続けられてきた
(show) how separate, unearthlyという構文の連続を
ここにきて一旦コロンで区切って そうすることにより自
分の憶測 	seem
 が正しいかどうか考えている詩人の間
	ま
 が見てとれる 最後に再び (how) synthetic, new,
/ And natureless in ecstacies [they are] とすることに
よって自分の導き出した最終結論を強調することができ
る これまで 掴み所がなく得体が知れない とある意味
ぼかして書いてきた詩人が ここで 合成的で 真新しく
本質が欠如している とより細かな形容をしているのもそ
の所以である そういった点を踏まえると 最後の一節も
多義的に捉えなければならない 恍惚とはセックスにお
ける恍惚状態と共に階級が上がったと錯覚することであ
り また自慰における射精の意味ともなる しかし 多義
的に考えても その恍惚とはいずれの場合も 合成的で
真新しく 本質が欠如している のであり つまりはこの
店で売られている化繊の衣類や夜着のように安物であり
紛い物に過ぎないのだ これを生涯独身だったラキン自
身に当てはめた場合 自慰的な衝動に駆られ自慰をしたと
ころで 一時的な快楽の後に残るのは虚しさ 寂しさだけ
であるとも言える ラキンはこういった自慰的衝動や孤
独にふけることを表面上分らないように詩に作り変えてい
るのである MOTION ,-.従って労働者階級や女性を蔑
んできた筈の詩人が実は自分自身の境遇をも 合成的で
真新しく 本質が欠如している とぽろりと露呈してし
まっているところに隠された人間ラキンの姿が垣間見ら
れ 逆にその人間らしさ 人間臭さ 人間としての弱さに
共感すら抱かせる
しかし このように読める詩も 実のラキン自身が何
を意図して書いていたのかは闇の中である 確かにラキ
ンは労働者階級を批判し 女性を軽視する傾向があり ま
た性に対して異様なまでの関心と執着があったことは事実
である それを表面上分らないようにぼかして書くこと
が 控えめを好むラキン的な手法であるのもまた事実で
ある 詩は言葉数が少ないからこそ読者に解釈を委ねられ
るべきもので その解釈は各読み手の読み方によって変
わってくるだろう どこまで読み込めばいいというような
決まりなど存在しないが 少なくとも プラトニックな恋
愛を理想とする詩人の建前の裏で 派手な色合いのスケス
ケのベビドルやショティを見つめながら 性的衝動
に駆られ 場合によっては勃起さえしているとも思われる
詩人の姿を想像できない限り この詩を真に読み込んだと
は言えないのではないか
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AReading of Philip Larkin’s ‘The Large Cool Store’
By
Toshiharu KIMIJIMA*
(Received November +*, ,**./Accepted April ,,, ,**/)
Summary : Larkin’s ‘The Large Cool Store’ was ﬁnished on June +2, +30+, and then included in The
WhitsunWeddings (+30.). It is just a ,*-line poemwhich consists of . stanzas, each / lines, and its scene
is set at a department store in Hull, the city in the middle-east England where the poet lived until his
death. First, the poet observes “cheap clothes” sold at the store, and he deplores the borderlessness
among the classes which was caused by the rise of the social status of the working class. Next, the
poet observes “Baby-Dolls and Shorties” in detail, and he criticizes the mass-produced life style of the
working class and its frivolity. And then, in his meditation, the poet supports Platonic love and
criticizes women who only prefer sensual love. At the same time, the poet thinks the borderlessness
among classes is also caused by women, and cautions against the rise in domestic and social status.
Further more, it is clear that the poet expresses sexual interest and masturbatory impulse in the poem.
The word “ecstasies” in the last line can be interpreted in various ways : a sexual ecstasy in their
literal sense, an illusion of the working class people that they must be in a class higher than what they
are, and an ejaculation after masturbation. However, whichever interpretation you take, it is just
“synthetic, new, and natureless”. Although this poem has the ordinary context that the poet looks
around a department store, it also has the hidden complex intention of the poet. At least, we readers
should conceive that, though the poet supports Platonic love, it is just his principle, so in fact, he must
have an erection when he stares at the thin, gaudy-coloured “Baby-Dolls and Shorties”.
Key words : Philip Larkin, ‘The Large Cool Store’, The Whitsun Weddings, English Literature, Modern
Poetry
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